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今
年
の
図
柄
は 

 
「
浮
世
絵
」
と「
歌
舞
伎
」

 

「
田
ん
ぼ
に
甦
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
～

浮
世
絵
と
歌
舞
伎
～
」
を
テ
ー
マ
に
描

い
た
の
は
、
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
「
富

嶽
三
十
六
景
神
奈
川
沖
浪
裏
」
の
押
し

寄
せ
る
波
と
富
士
山
お
よ
び
歌
舞
伎

「
菅
原
伝
授
手
習
鏡
」
よ
り
人
気
の

役
柄
・
梅
王
丸
。
「
富
嶽
三
十
六
景

神
奈
川
沖
浪
裏
」
は
、
令
和
6
年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
に
発
行
予
定
の
新

千
円
紙
幣
裏
面
に
描
か
れ
ま
す
。

延
べ
5
3
9
人
が

 

田
植
え
に
参
加

　
毎
回
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
制
作
さ
れ
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
。
今
年
は
6
月
12
日
と
13
日
の
2
日

間
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
日

は
３
７
７
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
、
13
日
は
１
６
２
人
の
田
植
え
体

験
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
丁
寧
に
苗

を
植
え
ま
し
た
。
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田
ん
ぼ
ア
ー
ト
「
田
ん
ぼ
に
甦
る
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
〜
浮
世
絵
と
歌
舞
伎
〜
」
の
制
作

　

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
で
絵
画
の
巨
匠
た

ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
「
浮
世

絵
」
と
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
た
舞
台
芸
術
「
歌
舞

伎
」。
こ
れ
ら
を
歴
史
文
化
を
色
濃
く

残
す
「
行
田
の
田
ん
ぼ
」
に
描
く
こ

と
で
、
わ
が
国
の
「
田
ん
ぼ
×
文
化
芸

術
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

を
起
こ
し
ま
す
。

　
な
お
、「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
と
は
、19

世
紀
後
半
の
日
本
の
開
国
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
文
化
が
西
洋
諸
国
の
芸
術

分
野
に
与
え
た
影
響
の
こ
と
で
す
。
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ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
の
製
造

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
か
ら
収
穫
し
た
埼
玉

県
の
米
「
彩
の
か
が
や
き
」
を
使
用

し
、
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
長
期
保
存
可
能

な
「
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
」
を
製
造
し
ま

す
。
ラ
イ
ス
ヌ
ー
ド
ル
は
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
配
布
す

る
他
、
非
常
時
に
も
生
か
せ
る
防
災
備

蓄
食
と
し
て
活
用
し
ま
す
。（
令
和
4
年

2
月
ご
ろ
完
成
予
定
）
※
非
売
品
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デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

①�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を

実
際
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
ま
す
。

（
9
月
ご
ろ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
予
定
）

②�

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
契
機
と
し
て
稲
作

文
化
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

べ
く
、
そ
の
制
作
過
程
（
育
苗
か
ら

稲
刈
り
ま
で
）
を
収
め
た
日
英
2
言

語
映
像
を
作
成
し
ま
す
。（
令
和
4
年

2
月
ご
ろ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

予
定
）

日
本
博
と
は

　
日
本
博
は
、わ

が
国
の
文
化
芸

術
の
振
興
と
日

本
の
美
の
多
様

か
つ
普
遍
的
な

魅
力
を
国
内
外

へ
の
発
信
を
図

る
事
業
で
す
。

見
頃
は
7
月
中
旬
〜
10
月
中
旬

　
ぜ
ひ
、
古
代
蓮
会
館
展
望
室
か
ら
移

り
変
わ
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、田
ん
ぼ
の
様
子
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
米
づ

く
り
体
験
事
業
推
進
協
議
会
事
務
局

（
農
政
課
内
・
内
線
3
8
6
）

使
用
す
る
稲
は
4
品
種

　

本
市
の
今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、

4
品
種
の
稲
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
緑

色
は
「
彩
の
か
が
や
き
」、黒
色
は
「
ム

ラ
サ
キ
９
０
５
」、赤
色
は
「
べ
に
あ
そ

び
」、白
色
は
「
ゆ
き
あ
そ
び
」
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。品
種
に
よ
っ
て
、伸
び
る

早
さ
、
背
丈
、
色
が
変
わ
る
時
期
、
暑

熱
や
病
気
へ
の
抵
抗
力
は
さ
ま
ざ
ま
。

7
月
中
旬
ご
ろ
に
4
品
種
の
稲
が
鮮
や

か
に
色
づ
き
、
そ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

日
々
表
情
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

真
上
か
ら
見
る
と
歪
ん
で
い
る
?

　

デ
ザ
イ
ン
は
、
隣
接
す
る
地
上
50

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
古
代
蓮
会
館
展

望
室
か
ら
見
下
ろ
し
た
と
き
に
、
ち
ょ

う
ど
よ
い
バ
ラ
ン
ス
で
見
え
る
よ
う

に
遠
近
法
処
理
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
空
（
真
上
）
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を

見
る
と
、
絵
柄
が
歪
ん
で
見
え
ま
す
。

E
d
i
b
l
e 

A
r
t
（
エ
デ
ィ

ブ
ル
・
ア
ー
ト
＝
食
べ
ら
れ
る
芸

術
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Ｅ
ｄ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ａ
ｒ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
た
「
米
あ
ま
り
」
問
題
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
縮
小
等
に
よ
る
観
光

業
へ
の
打
撃
な
ど
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
な
お
、
本
事
業
は
日
本
博
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
助
成
：
文

化
庁
／
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化

振
興
会
）
採
択
事
業
で
す
。

　
「
行
田
の
お
い
し
い
お
米
」や「
観
光
地・行
田
」を
Ｐ
Ｒ
す
べ

く
、２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）か
ら
始
ま
っ
た
本
市
の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
は
、昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
に
な
り
、今
年
で
13
回
目
。古
代
蓮
の
里
東
側
の
２・８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
色
の
異
な
る
稲
を
植
え
て
毎
回
違
っ
た
絵

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が

 

で
き
る
ま
で県の種苗センターで種をまき、苗を育て

ます。
代掻き（田に水を入れて土を砕いてかきならす）
をします。

測量機器を使って図形を形成するためのくいを打
ちます（くいの総本数6,428本）。

くいとくいをひもで結び、絵の輪郭を縁取ってい
きます（ひもの総延長約8.9キロメートル）。

たくさんの方の協力により田植えを終えた直後の
田んぼの様子です。

田植えから約2週間（6月下旬）。少しずつ図柄が見え
てきました。

渡辺敏彦さん（棚田町）〈中央〉、
翔
しょうた

大君（小4）〈右〉、悠
ゆ う と

斗君（小1）〈左〉

　田んぼアート田植え体験は3回目（悠
斗君は2回目）の参加になります。お米作
りを知る良い機会だと思い申し込みまし
た。普段経験することができないので、子
供たちもとても楽しんでいます。
　自分たちが植えた稲が成長し、どのよ
うなアートが浮かび上がるのか楽しみで
す。ぜひ、家族で見に行きたいと思いま
す。秋に開催される稲刈りイベントにも、
参加したいです。

子供たちも楽しんで
参加しています!

田植え体験参加者へインタビュー


